
（1）取引相手の本人確認義務　　（2）取引記録の保存義務　　（3）不正品等発見時の警察への通知義務　
（4）住所　　（5）氏名　　（6）年齢　　（7）職業　　（8）30万　　（9）10日　　（10）200万円　　（11）取引の目的
（12）振込取引　　（13）200万円　　（14）支払い調書　　（15）マイナンバー

古物営業法や運営に関わるルールは、私たちが理解しておかなくてならない重要なことです。
テスト形式にしておりますので、是非ご活用ください。

答  え

2. 犯罪収益移転防止法について

古物営業法・運営 テスト

古物営業法の三大義務を答えよ。
 （1）                        　　　　　　        

 （2）                        　　　　　　                                       

 （3）                        　　　　　　                                      

（1）では、古物商またはその従業者の面前で（4）、（5）、（6）、（7）をボールペンで自署していただき、
証明書等で確認をしなくてはならない。

違反することで、懲役6か月または（8）円以下の罰金、もくしは両方を科せられる可能性がある。

古物商の営業を自らやめるなど、古物営業法第8条第1項及び第3項に該当する場合は、古物許可証
を（9）以内に返納しなくてはならない。

貴金属の取引で（10）を超える場合、通常の古物営業法のほかに（11）の確認が必要となる。
代金の取引については現金取引のほかに（12）も含まれる。

3. 支払い調書について

一度に（13）以上の金・プラチナなどのコイン・インゴットの売却があった際には、管轄の税務署に
（14）を提出する義務が発生する。
その為に、お客様から成約時に（15）の確認が必要となる。

1. 古物営業法について



商品知識 テスト

今月の商品知識テストです。高額商品を買取する際には、知識も重要となってきます。
基本的な内容ですが、ご活用いただければ幸いです。

○1 ○2 ○3

○4 ○5 ○6

○7 ○8 ○9

○10

●1  次のバッグの名称をお答えください。



○1 ○2 ○3

○4 ○5 ○6

○7 ○8 ○9

○10

●2  次のブランド時計のモデル名をお答えください。



○1 ○2 ○3

○4 ○5 ○6

○7 ○8 ○9

○10

作家名 作家名 作家名

作家名 作家名 茶道具　名称

茶道具　名称 茶道具　名称 茶道具　名称

●3  次の問題にお答えください。

茶道具　名称



答  え

●1

●2

●3


